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各
部
か
ら
の
主
な
報
告
事

項
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。

総
務
部
か
ら
は
、
二
月
十

五
日
に
行
わ
れ
る
中
央
紙
論

説
委
員
と
の
懇
談
会
に
つ
い

て
の
計
画
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
中
央
紙
論
説
委
員

と
石
川
協
会
役
員
ら
が
小
泉

医
療
制
度
改
革
に
つ
い
て
本

音
で
話
し
合
う
も
の
で
、
興

味
深
い
懇
談
会
に
な
り
そ
う

で
あ
る
。

二
月
二
十
五
日
に
開
催
さ

れ
る
第
三
十
二
回
定
期
総
会

の
準
備
状
況
が
報
告
さ
れ
、

次
回
の
理
事
会
ま
で
に
各
部

の
活
動
報
告
や
活
動
方
針
に

つ
い
て
検
討
し
て
く
る
こ
と

に
な
っ
た
。

財
政
部
か
ら
は
、
昨
年
度

の
決
算
と
今
年
度
の
予
算
案

が
公
表
さ
れ
た
後
、
事
務
局

給
与
に
関
す
る
労
使
協
議
の

内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

優
れ
た
自
主
共
済
制
度
で
あ

る「
保
険
医
休
業
保
障
制
度
」

を
守
る
た
め
の
会
員
要
請
書

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

休
業
保
障
制
度
を
存
続
す
る

た
め
に
、
多
く
の
会
員
に
署

名
を
呼
び
か
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

歯
科
部
か
ら
は
、
歯
科
新

点
数
検
討
会
の
準
備
状
況
や

今
後
の
講
演
会
の
計
画
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

学
術
・
保
険
部
か
ら
は
、

協
会
の
請
求
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
国
保
審
査
委
員
名
簿

が
「
職
名
」
を
含
め
て
全
部

開
示
に
な
っ
た
こ
と
、
三
月

二
十
六
日
の
新
点
数
検
討
会

の
開
催
計
画
、
さ
ら
に
二
月

十
六
日
に
開
催
さ
れ
る
第
十

二
回
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

一
方
、
協
議
事
項
で
は
、

工
藤
事
務
局
員
か
ら
現
在
行

わ
れ
て
い
る
中
央
で
の
診
療

報
酬
改
定
作
業
の
状
況
に
つ

い
て
解
説
が
あ
り
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
。

【
牛
村
　
記
】

も
う
春
も
す
ぐ
そ
こ
ま
で

や
っ
て
き
て
い
る
。

二
月
最
後
の
理
事
会
は
、

議
長
の
遅
刻
で
西
田
副
会
長

が
名
司
会
を
務
め
ら
れ
た

（
い
つ
も
遅
れ
て
す
い
ま
せ

ん
）。事

務
局
人
事
と
し
て
、
工

藤
事
務
局
員
を
参
事
と
す
る

案
が
決
定
。
さ
ら
に
自
主
共

済
制
度
を
守
る
運
動
、
こ
ち

ら
の
方
は
医
師
会
や
歯
科
医

師
会
へ
の
働
き
か
け
が
報
告

さ
れ
た
。

次
い
で
西
田
先
生
専
売
事

項
の
決
算
報
告
と
予
算
報
告

が
総
会
に
向
け
て
検
討
さ
れ

た
。
監
事
よ
り
未
収
金
処
理

に
つ
い
て
適
切
な
処
理
を
行

う
旨
の
指
摘
が
あ
り
、
決
算

書
が
一
部
修
正
さ
れ
た
。
西

田
先
生
ご
苦
労
様
（
と
こ
ろ

で
、
こ
の
業
務
っ
て
先
生
以

外
に
誰
が
で
き
る
ん
で
し
ょ

う
）。次

い
で
大
改
定
と
な
る
次

回
診
療
報
酬
並
び
に
介
護
報

酬
説
明
会
の
準
備
と
分
担
が

確
認
さ
れ
た
。今
年
も
金
沢
、

七
尾
二
会
場
開
催
と
な
る

が
、
担
当
理
事
の
先
生
方
の

苦
労
は
大
変
な
も
の
。
そ
れ

も
気
の
重
く
な
る
内
容
ば
か

り
・
・
・
。
協
会
は
そ
れ
ら

に
対
し
、
前
向
き
に
、
厳
然

と
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
報
告

に
次
い
で
、
機
関
紙
・
文
化

部
か
ら
新
年
号
コ
ン
ク
ー
ル

で
つ
い
に
悲
願
の「
優
秀
賞
」

を
獲
得
し
た
喜
び
の
報
告
あ

り
。最

後
に
先
日
ク
ロ
ー
ズ
ド

で
行
わ
れ
た
中
央
マ
ス
コ
ミ

紙
論
説
委
員
と
の
懇
談
会
に

つ
い
て
不
肖
私
め
よ
り
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
三

面
）。桜

が
恋
し
い
な
〜
〜
。

【
大
平
　
記
】

二
月
度
理
事
会
点
描

月
度
理
事
会
点
描 

二
月
度
理
事
会
点
描 

点数改定で 
てんやわんや 
点数改定で 
てんやわんや 
（2月7日・11人出席） 

第18回 理事会点描 

前向きに　 
　厳然と… 
前向きに　 
　厳然と… 
（2月21日・11人出席） 

第19回 理事会点描 
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すでに会員の先生方には、「自主共済を保険業法の適用除外とすることを求め

る要請書」のお願いをし、お知らせや全国保険医新聞でこの問題の説明や報告を

しておりますが、今号では問題点や運動について改めてご報告させていただきます。

●「新保険業法」の問題点
保険医休業保障制度（以下休保制度）は、営利を目的とした保険とは異なり、

発足から35年自主的に運営を行い、制度改善を重ねてきた「自主共済制度」です。

しかし、この4月から施行が予定されている「保険業法の一部を改正する法律」

（以下新保険業法）では、主に以下のような改正が行われ、この法の適用除外と

ならなければ休保制度を現行のまま維持していくことが困難となります。

①保険業の定義を拡大し、特定のものを相手とした自主共済までも、営利を目

的とした保険業と同一の規制下におくこと。②法に基づく制度共済（JA共済・全

労済）、労働組合などの共済、企業内共済、ならびに小規模な共済等を適応除外

とすること。③本法以外で適用除外となるものを政省令にて定めること。

昨年12月28日に出された政省令案では、②に加えて宗教法人が加えられたのみ

で、相手方を特定とし健全に運営している「自主共済」は適用除外となりません

でした。

これは、本来の新保険業法の目的であった、オレンジ共済などマルチ紛いの

「ニセ共済」から消費者を保護することを逸脱しており、健全に運営されてきた

共済まで規制化することによって多くの国民が影響を受けることになります。実

際に、休保制度のほかにも、保険には加入できない障害を持つ方々が相互扶助し

合っている共済や、保険保障が難しい登山者共済なども対象となっており、全国

で大きな問題となっています。

審議過程においては、「構成員が真に限定されているものは、その運営を専ら

構成員の自治に委ねることで足り、規制の対象外とすべき」との金融審議会の見

解や、国会審議の中でも「実態に配慮する」「共済の果たして来た役割を評価し

ていかなければならない」との国務大臣答弁がありました。しかし、実際には健

全に運営している自主共済までも対象となったのです。

この背景には、在日米国商工会議所や日米保険業界からの圧力（共済分野など

も守備範囲にしようとする意図）が強く反映していると考えられます。事実、

2004年10月に出された日米規制改革及び競争政策イニシアティブに基づく日本国

政府への米国政府要望書には、「全ての共済に民間競合会社と同一の法律･･･基準

及び規制監督を適用することにより、共済と民間競合会社の間に同一の競争条件

を整備する」ことが明記されています。

●休業保障制度を守るため国会行動　―石川協会からも136人の要請書―
保団連・自主共済規制問題対策本部は、2月23日休保制度を守るため、自主共

済への保険業法による規制反対などを訴え、中央行動を行い、石川協会からも事

務局員が参加しました。

この日は、金融庁への第５次要請とともに、北信越選出の衆参財務（財政）金

融委員、地元国会議員に、自主的な共済を守るよう金融庁などの規制促進の態度

を改めさせるよう国会で取り上げてもらうことなどを訴えました。また、石川協

会からの136人の署名を含め、保団連全体で25協会7,243筆の署名を金融庁に提出

しました。

保団連・保険医協会は、休保制度をはじめとする健全な自主共済が、新保険業

法の適用除外になるよう他の団体とも協力し運動を行っております。まだ、要請

書をご返送いただけていない先生方には、本号に同封いたしました要請書を至急

当協会までファックスまたは郵送でお送りくださいますようお願い申し上げま

す。なお、今後の動向につきましても、その都度ご報告させていただきます。今

後ともご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

※先生方から頂いた要請書には、休保制度を守ることを要望する以下のような

「会員の声」が寄せられております。

・我々の保険医にとって生活の支えとなっている大切な自主共済と社会的

悪である「ニセ共済」をひとからげにして扱う新法はとても許せるもの

ではない。是非適用除外としてほしい。 （金沢市、皮膚科）

・４年前、突然の疾病により、35日間の入院を致しました。本制度により、

安心して療養することが出来、現在診療を続けることが出来ております。

今後、再燃等の不安もあり、是非とも本制度の継続をお願い申し上げます。

（輪島市、歯科）

・構成員のために運営している自主的な共済制度を‘法外’として日米保

険会社の利益のために売り渡そうとする法案に反対します。

（金沢市、内科）

・我々には、緊急の時守ってくれる・助けてくれる制度はありません。こ

の休業保障制度が唯一といっても良いくらいの寄りどころです。何とし

てもこの制度を残存させてほしい。 （七尾市、内科）

・私が病気で休業しなければならず従業員をその間雇用し続ける為の収入

も無い中で、保険医協会の休業保障制度のお陰で切り抜けることができ

ました。従業員（歯科衛生士・受付・技工士・助手）は各々患者様への

良き仕事をし、患者様との信頼関係も出来ており、辞めることなく当方

の医業再開に再び関与してもらえたことは患者様にとっても大きなメリ

ットだったと考えております。保険医協会の休業保障制度は雇用主側だ

けの問題ではなく、従業員にとっても必要な制度と考えます。

（金沢市・歯科）

休業保障制度をめぐる動向について 

“休保”は会員の“宝”、米国の圧力から守るために “休保”は会員の“宝”、米国の圧力から守るために 
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能登地区公的病院長、 
 　　病棟看護師を交えて 
能登地区公的病院長、 
　　 病棟看護師を交えて 

理事　大平　政樹（金沢市・外科） 

中央紙論説委員と懇談会 

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
中
、
わ
れ

わ
れ
医
療
者
側
の
中
に
は
あ
る

種
の
無
力
感
が
漂
っ
て
い
る
よ

う
に
も
思
う
。
政
府
の
貧
し
い

医
療
政
策
に
対
し
て
、
最
も
有

効
な
対
策
で
あ
り
、
か
つ
致
命

的
に
重
要
な
の
は
、
世
論
そ
の

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

世
論
を
動
か
す
大
き
な
力
の
一

つ
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
あ
る
に
違

い
な
い
。

保
険
医
協
会
で
は
、
こ
の
た

び
中
央
紙
の
医
療
担
当
論
説
委

員
と
議
論
を
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
会
で
あ

り
、
出
席
者
の
個
人
名
を
含
め

て
、
詳
細
を
ご
報
告
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
要
点
を
ご
報

告
し
た
い
。

出
席
は
中
央
紙
論
説
委
員
、

能
登
地
区
公
的
病
院
院
長
、
県

内
病
棟
看
護
師
二
人
、
保
険
医

協
会
か
ら
会
長
・
副
会
長
と
理

事
四
人
で
あ
る
。

ま
ず
、
論
説
委
員
よ
り
、
医

療
費
も
ま
た
経
済
活
動
の
中
で

動
い
て
い
る
以
上
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
を
受
け
る
の
は
当
然
と

い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
、
今
の
政
府
が
取
っ
て
い
る

施
策
の
ほ
と
ん
ど
は
患
者
サ
イ

ド
の
負
担
を
上
げ
、
医
療
費
抑

制
を
図
る
も
の
が
主
体
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
実
効
が
上
が
ら

な
い
。
も
っ
と
医
療
提
供
側
に

抑
制
が
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

に
最
も
有
効
な
の
は
、
定
額
制

の
導
入
で
あ
る
。
優
秀
な
医
師

は
同
じ
病
気
で
も
短
期
間
に
、

か
つ
安
価
に
患
者
を
治
す
こ
と

が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
定
額
制

が
最
も
有
効
だ
と
い
う
主
張
で

あ
る
。

今
回
の
議
論
は
、
す
で
に
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
出
尽
く
し
て

い
る
感
も
あ
る
。
そ
れ
故
、
同

じ
土
俵
で
話
す
の
で
は
な
く
、

今
回
は
現
場
の
生
の
声
を
聞
い

て
い
た
だ
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
臨
ん
だ
。

二
人
の
看
護
師
か
ら
は
、
独

立
行
政
法
人
化
に
伴
い
、
医
療

現
場
が
荒
れ
て
い
く
様
が
赤

裸
々
に
語
ら
れ
た
。
人
手
が
足

り
な
い
が
故
に
、
入
浴
介
護
中

に
骨
折
（
介
護
者
が
）
し
た
こ

と
。
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
に
さ
え
、

対
応
で
き
な
い
こ
と
。
何
よ
り

利
益
第
一
主
義
で
、
人
件
費
が

削
ら
れ
、
人
員
が
補
充
さ
れ
な

い
実
態
。体
制
の
変
更
に
よ
り
、

患
者
の
追
い
出
し
が
図
ら
れ
、

そ
し
て
地
域
の
住
民
か
ら
見
放

さ
れ
て
い
く
実
態
。
想
像
以
上

で
あ
っ
た
。

公
的
病
院
の
院
長
か
ら
は
、

僻
地
ゆ
え
の
医
師
不
足
、
新
研

修
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
の

疲
弊
と
苦
悩
が
語
ら
れ
た
。
も

は
や
大
学
は
医
師
供
給
能
力
を

失
い
、
県
は
有
効
な
手
立
て
を

打
て
な
い
。
能
登
地
域
の
多
く

の
医
療
機
関
が
今
、
存
続
の
危

機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
医
療

費
の
無
駄
を
論
ず
る
前
に
、
そ

も
そ
も
現
状
の
医
療
レ
ベ
ル

は
、
特
に
人
的
資
源
は
ど
ん
な

状
態
な
の
か
を
問
う
姿
勢
は
少

な
か
ら
ず
、
彼
の
心
を
動
か
し

た
よ
う
で
あ
る
。

「
中
央
に
い
る
と
ど
れ
だ
け

心
が
け
て
い
て
も
、
中
央
の
物

の
見
方
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
れ
は
厚
生
省
の
デ
ー
タ

で
あ
り
、
ま
た
、
中
央
審
議
会

の
偉
い
先
生
の
ご
意
見
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
う
い
う
地
方
の

声
は
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
聞
か
せ

て
頂
き
た
い
」
と
い
う
感
想
を

い
た
だ
い
た
。
現
在
の
日
本
医

療
を
憂
え
、
少
し
で
も
患
者
本

位
の
改
革
を
進
め
た
い
と
い
う

思
い
は
彼
ら
も
私
た
ち
も
同
じ

で
あ
る
。

今
回
の
議
論
は
二
時
間
半
に

及
び
、
開
業
医
の
実
態
な
ど
に

も
触
れ
ら
れ
た
が
、
時
間
切
れ

で
未
消
化
の
部
分
が
大
き
か
っ

た
。こ

れ
か
ら
も
保
険
医
協
会
で

は
継
続
的
に
マ
ス
コ
ミ
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
、
お
互
い

同
じ
目
線
で
議
論
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
協
会
会
員

の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
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2006年 

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に 

関
す
る
　  

検
討
会
の
計
画 

※2月号に掲載しました予定から一部変更になっていますのでご注意ください。

医
科 

歯
科 

医科新点数検討会 

医科新点数運用説明会 

歯科新点数検討会 

日　時 3月26日（日）午前9時半～12時

場　所 石川県地場産業振興センター

日　時 3月26日（日）午後2時～4時半

場　所 七尾サンライフプラザ　2階「視聴覚室」

日　時 4月23日（日）午前10時～12時

場　所 金沢市観光会館大ホール

日　時 4月23日（日）午後2時～4時

場　所 七尾サンライフプラザ　2階「視聴覚室」

日　時 3月23日（木）午後7時半～9時

場　所 金沢都ホテル　5階「加賀の間」

金沢 
会場 

七尾 
会場 

金沢 
会場 

七尾 
会場 

国
民
は
『
安
心
で

質
が
高
く
、
無
駄
を

省
い
た
医
療
』
を
求

め
て
い
る
と
政
府
、

マ
ス
コ
ミ
は
主
張
す

る
。
本
当
は
『
安
く
』

と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
『
無
駄
を
省

く
』
と
書
く
と
こ
ろ
が
、
だ
ま
し
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
医
療
を
だ
れ
も
が
安
心

し
て
、
な
お
か
つ
低
料
金
で
提
供
す

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
が
可
能
な
ら
異
論
は
無
い
。
し
か

し
、
物
事
に
は
相
容
れ
な
い
性
格
が

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
。『
姉
歯
・
構
造
設
計
偽
造
』
事

件
が
良
い
例
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
時
と
と
も
に
医
療
費
は
膨

れ
上
が
り
、
財
政
を
破
綻
さ
せ
る
危

機
に
あ
る
か
ら
、
事
前
に
手
を
打
つ

べ
き
だ
と
の
国
の
主
張
は
的
を
射
た

も
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
例
と
し
て
、
一
つ
は
、
二

〇
二
五
年
度
に
お
い
て
、
医
療
費
は

自
然
増
だ
け
で
も
現
在
の
二
倍
、
約

四
十
八
兆
円
の
高
額
に
な
る
。
二
つ

目
と
し
て
は
、
現
在
の
国
民
医
療
費

の
三
分
の
一
は
七
十
歳
以
上
の
高
齢

者
が
使
い
、
一
人
あ
た
り
で
は
現
役

世
代
の
五
倍
に
な
る
と
い
う
も
の

だ
。
本
当
に
医
療
界
は
国
民
に
、
そ

し
て
高
齢
者
に
漫
然
と
無
駄
に
お
金

を
使
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
医
療

費
が
自
然
に
増
え
る
こ
と
は
悪
な
の

か
。
長
生
き
は
悪
な
の
か
。
こ
の
国

の
長
寿
社
会
達
成
に
貢
献
し
た
医
療

関
係
者
の
努
力
を
否
定
す
る
か
の
よ

う
な
物
言
い
で
あ
る
。

歯
科
で
は
こ
の
二
、
三
十
年
、
ま

っ
た
く
技
術
料
や
診
療
単
価
が
上
が

っ
て
い
な
い
診
療
項
目
が
多
い
。
抜

歯
や
根
の
治
療
、
詰
め
物
な
ど
枚
挙

に
暇
が
無
い
ほ
ど
だ
。
医
科
で
も
類

似
例
は
多
い
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
、
国
民
の
要

求
に
答
え
続
け
て
い
る
医
療
人
の
姿

は
、
報
道
な
ど
か
ら
は
無
視
さ
れ
て

い
る
。
一
部
の
無
駄
、
一
部
の
ミ
ス

が
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
る
ば
か
り

だ
。医
療
現
場
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、

こ
れ
以
上
の
コ
ス
ト
削
減
は
、
医
療

版
『
姉
歯
事
件
』
を
招
く
だ
け
だ
と

危
惧
す
る
も
の
で
あ
る
。

悪
者
か
の
ご
と
き
に
言
わ
れ
る
超

高
齢
化
社
会
の
到
来
は
、
高
齢
化
指

数
を
算
定
す
る
と
き
に
分
母
と
し
て

採
用
さ
れ
る
年
少
人
口
の
減
少
に
も

原
因
が
あ
る
。
少
子
化
は
、
医
療
の

問
題
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
国
家
や

自
治
体
の
財
政
難
は
、
医
療
費
が
問

題
で
は
な
い
。
無
駄
な
箱
物
を
作
る

行
政
手
法
や
公
務
員
の
無
駄
使
い
、

大
企
業
優
先
税
制
な
ど
が
大
き
な
要

因
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
政

治
や
官
僚
の
無
作
為
・
失
敗
の
産
物

で
あ
る
。

日
本
の
医
療
は
、
先
進
諸
国
と
比

べ
て
ま
だ
ま
だ
低
い
コ
ス
ト
で
高
い

レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
る
。
医
療
人

は
胸
を
張
っ
て
、「
安
心
を
求
め
る

な
ら
こ
れ
以
上
の
削
減
は
逆
効
果

だ
」
と
主
張
す
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
も
安
心
面
や
技
術
面
に
お
い
て

も
努
力
を
怠
る
こ
と
な
く
研
鑽
・
精

進
す
る
決
意
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

に
、『
国
民
の
た
め
の
視
点
』
を
持

っ
た
議
論
、『
無
駄
の
無
い
上
質
な

仕
事
』
を
、
政
治
家
、
国
家
公
務
員

そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

医
療
費
は
増
え
て
当
然 

コ
ス
ト
削
減
は
逆
効
果 

医
療
費
は
増
え
て
当
然 

コ
ス
ト
削
減
は
逆
効
果 

2
二
金
、
同
玉
、
2
一
飛
、
1
二
玉
、

1
四
竜
、
1
三
歩
、
2
三
飛
成
、
同
銀
、

2
一
角
成
、
同
玉
、
2
三
竜
、
3
一
玉
、

3
二
銀
ま
で
十
三
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
3
二
角
成
は
同
玉
以
下
詰
み

ま
せ
ん
。
2
二
金
と
捨
て
て
か
ら
２

一
飛
が
好
手
順
で
、
同
玉
は
2
三
竜

以
下
の
早
詰
み
。
1
二
玉
に
す
ぐ
に

2
三
飛
成
、
同
銀
、
2
一
角
成
は
１

三
玉
と
逃
げ
ら
れ
ま
す
。
1
四
竜
が

ポ
イ
ン
ト
の
一
手
で
、
1
三
歩
（
1

三
金
は
1
一
飛
成
以
下
）
と
さ
せ
て

か
ら
飛
車
と
角
を
捨
て
て
詰
み
形
が

得
ら
れ
ま
す
。 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

囲 

解 
答 

碁 

一 

8 9 107654321

二 

三 

四 

五 

六 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
が
好
手
で
黒
5
ま
で
白

死
で
す
。
 

黒
3
で
イ
は
白
5
黒
ロ
白
4
黒
3
で

セ
キ
。
黒

1
で
2
は

白
1
黒
3

白
イ
で
活

き
ま
す
。
 

2

4

3
5

1

イ ロ イ ロ 





（5）2006年3月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第407号石 川 保 険 医 新 聞

“医療改悪医療改悪・大増税許大増税許すな！　2・9国民集会国民集会”に参加参加して “医療改悪・大増税許すな！　2・9国民集会”に参加して 

1万4千人が小泉改革にNO!1万4千人が小泉改革にNO!
事務局　東　亮子 

二
月
九
日
、
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
『
医
療
改

悪
・
大
増
税
許
す
な
！
　
二
・

九
国
民
集
会
』
が
、
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
一
万
四
千
人
が
集
結

し
た
。
石
川
県
か
ら
は
、
石
川

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
・
石

川
民
医
連
の
参
加
者
を
含
め
四

十
六
人
が
参
加
し
、
当
会
か
ら

は
事
務
局
二
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
住
江
憲
勇
保
団
連
会

長
が
主
催
者
を
代
表
し
て

「〝
今
の
痛
み
に
耐
え
れ
ば
明
る

い
明
日
が
あ
る
〞
と
い
う
小
泉

首
相
の
決
ま
り
文
句
は
、
国
民

が
欺
瞞
性
を
見
抜
き
、
も
は
や

使
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
小
泉
政
権
は
数
の
力
で
医

療
大
改
悪
や
庶
民
大
増
税
な
ど

国
民
生
活
破
壊
の
『
改
革
』
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
暴
政
を
許
さ
な
い
と

い
う
、
世
論

の
大
爆
発
が

必
要
で
あ

る
。
」
と
訴

え
た
。

そ
の
後
、

患
者
・
医

師
・
看
護
師

ら
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か

ら
発
言
を
し

た
。医

師
の
立

場
か
ら
神
奈

川
県
保
険
医

協
会
の
平
尾
理
事
長
が
「
厚
生

労
働
省
は
、
医
療
費
圧
縮
の
た

め
、
さ
ら
な
る
患
者
負
担
増
と

診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
を
強
調

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

を
せ
ず
と
も
、
国
民
医
療
費
を

下
げ
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
は

先
進
事
例
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
各
地
の
先
進
事
例
に
真
摯

に
学
び
、
政
策
を
出
す
べ
き
で

あ
る
。」
と
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
患
者
代
表
か
ら

は
、「
わ
ず
か
な
小
遣
い
の
半

分
が
医
療
費
に
消
え
て
い
る
。

楽
し
み
に
し
て
い
る
一
日
一
杯

の
焼
酎
す
ら
取
り
上
げ
る
医
療

改
悪
は
許
せ
な
い
」、
看
護
師

の
代
表
か
ら
は
「
多
く
の
看
護

師
が
仕
事
上
の
ミ
ス
や
不
安
を

抱
え
な
が
ら
分
刻
み
の
業
務
を

こ
な
し
、
患
者
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
国
は
責
任
を
も
っ
て
安

心
・
安
全
の
医
療
が
で
き
る
予

算
を
増
や
す
べ
き
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
一
万
四

千
人
か
ら
は
熱
気
が
感
じ
ら

れ
、
登
壇
者
が
発
言
を
す
る
た

び
に
大
き
な
拍
手
と
賛
同
の
声

が
上
が
っ
た
。
保
険
医
協
会
と

し
て
、
学
習
会
の
開
催
や
宣

伝
・
広
報
活
動
を
強
め
、『
小

泉
改
革
Ｎ
Ｏ
！
』
の
世
論
を
巻

き
起
こ
す
努

力
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と

感
じ
、
多
く

の
国
民
が
小

泉
改
革
に
疑

問
を
感
じ
始

め
て
い
る
今

こ
そ
、
そ
の

努
力
を
す
べ

き
好
機
で
あ

る
と
感
じ
る

集
会
と
な
っ

た
。
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糖尿病教育入院中の患者様に生理機能検査をしていたところ、冷汗、皮

膚蒼白、動悸の低血糖を疑わせる症状が出現しました。検査を担当してい

た技師はまず何をするべきか、次のうちから選びなさい。

①主治医を探して指示を受ける

②低血糖に間違いないか血糖値を測定する

③ブドウ糖を経口投与する

実際に糖尿病療養指導士の講習会で出された問題です。残念ながら臨床

検査技師（以下、技師）のほとんどが①を選ぶかもしれません。専門だか

らまず血糖値の確認と②を選ぶ職人気質の技師もいるけれど、正解の③を

選ぶ技師は少数だと思われます。

では、技師の正解率が低いのはなぜでしょう。技師は血糖の基準値はも

ちろん、複数の測定方法と原理や精度管理は詳しく学ぶけれど、ブドウ糖

を経口投与しても数分で血糖値が上昇することはないと学ばないからで

す。もし学んでいれば、血糖値測定はブドウ糖投与の後でもいいから②は

選ばないでしょう。でもそれだけでしょうか？技師より広範囲な業務を学

ぶ看護師は血糖検査について技師より学ぶ時間が多いとは思えません。

しかしながら看護師はほとんど③の正解を答えます。それは、臨床の場

で多く患者様に接して様々な経験をしていて、対象が患者様だからです。

それに比べて、技師は採血と生理機能検査以外は患者様に接しませんし、

患者様に全く接しない技師もかなりいます。

従って、低血糖の患者様を見たことも、対処したこともなく、症状さえ

分からない技師もいるのです。技師の対象は患者様より検査データーだか

ら、咄嗟に③を選べないのです。

ではなぜ①を選ぶのか？それは大学あるいは短大で繰り返し「医師の指

示の下で」と教育（洗脳？）されたからです。コンマ１の精度で結果を求

めるけれど、その結果を患者様に説明してはいけないのです。患者様から

「今日の血糖値はどうですか？」と問われても「それは担当の先生（医師）

に聞いて下さい」としか答えてはいけないのです。

ある時、知り合いに自分の職業が技師だと話したら、「あー、採血室の

奥で真面目そうに働く寡黙な白衣を着た人ね」って言われたことがありま

す。それは患者様からのお褒めの言葉なのでしょうか、あるいは正体不明

って遠まわしに言われたのでしょうか？

今、技師はその存在意義を問われていると思います。私は糖尿病療法指

導士として初めて患者様に接して、自分が検査した結果を説明する機会を

得ることができました。対象を検査データーから患者様に向け、患者様に

関わっていくことにより改めて一層正確なデーターを出そうと思う気持ち

にもなりました。技師が糖尿病

療養指導を通して患者様に信頼

され、ほかのスタッフからも認

められ、真に糖尿病療養指導チ

ームに必要な存在と迎えられれ

ば、いつか患者様から「私たち

の検査をしっかりしてくれて分

かりやすく説明してくれる人

ね」と言われるようになると信

じて、これからも努力していこ

うと思っています。

6回シリーズ 

その⑥ 
（最終回） 糖尿病療養指導を通して患者様から信頼される臨床検査技師へ 

矢島　博昭（金沢市・石川県済生会金沢病院検査部）   

＜編集部から糖尿病療養指導士の皆様へ＞

６回にわたるご寄稿、ありがとうございました。今後も患者さんへの

質の高い指導のためにご献心ください。

さいたまスーパーアリーナを埋め尽くす参加者

全国から集まった参加者とともに街頭宣伝も

1万4千人が集結して開かれた2・9国民集会
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理
事
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
） 

第
十
二
回 

会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

時
間
時
間
い
っ
ぱ
い
充
実
し
た
内
容
で

充
実
し
た
内
容
で 
時
間
い
っ
ぱ
い
充
実
し
た
内
容
で 報 

告 

二
月
十
六
日
（
木
）、
金
沢

都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
十
二
回

「
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
い
ず
れ
も
金
沢
市

内
で
ご
開
業
の
浅
妻
茂
章
氏

（
整
形
外
科
）、
松
井
裕
氏
（
皮

膚
科
）
そ
し
て
相
木
一
秀
氏

（
整
形
外
科
）
の
三
人
の
先
生

方
に
演
者
を
お
願
い
し
ま
し

た
。年

齢
、
経
歴
も
ま
さ
し
く
三

者
三
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊

か
な
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

最
初
の
浅
妻
先
生
は
「
老
後

の
臨
床
医
」
と
題
し
て
の
ご
講

演
で
し
た
。
氏
は
長
年
お
勤
め

に
な
ら
れ
た
金
沢
市
立
病
院
を

退
職
さ
れ
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
の
ご
開
業
で
し
た
。
ご
自

分
の
診
療
所
は
午
後
の
み
の
診

療
で
、
午
前
中
は
や
わ
た
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
外
来
業
務

に
従
事
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
身

軽
に
な
っ
て
、
仕
事
を
楽
し
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が
う
か

が
え
て
、
少
し
う
ら
や
ま
し
い

感
じ
も
し
ま
し
た
。

二
人
目
の
松
井
先
生
は

「P
ortal

and
screening

」
と

い
う
ご
発
表
で
し
た
。
皮
膚
所

見
は
全
身
疾
患
と
大
い
に
関
連

が
あ
る
こ
と
か
ら
地
域
の
他
科

と
の
連
携
を
重
視
し
て
診
療
に

当
た
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
内
容

で
し
た
。
ま
た
労
務
管
理
で
難

渋
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
開
業
医

に
共
通
す
る
ご
苦
労
も
あ
っ
た

よ
う
で
、
フ
ロ
ア
で
も
う
な
ず

き
な
が
ら
耳
を
傾
け
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
相
木
先
生
は
、
ご
自

分
の
開
業
を
「
落
下
傘
開
業
」

と
評
し
て
の
ご
講
演
で
し
た
。

今
ま
で
数
多
く
の
第
一
線
病
院

で
の
勤
務
を
経
て
の
ご
開
業

で
、
準
備
段
階
か
ら
慎
重
に
マ

ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
あ

ま
り
土
地
勘
の
な
い
場
所
を
選

ば
れ
、
そ
の
後
、
地
域
に
認
知

さ
れ
る
べ
く
努
力
を
重
ね
ら
れ

た
様
子
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
出
身
の
金
沢
大
学
整
形
外

科
教
室
と
の
パ
イ
プ
を
活
か
し

て
、
病
診
連
携
の
充
実
も
重
要

視
し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
に
よ

る
フ
ロ
ア
ー
と
の
交
流
や
十
分

な
質
疑
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
や
や
残
念
で
し
た
が
、
そ
れ

だ
け
各
先
生
の
講
演
内
容
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
充
実
し
た
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
内
容
の
紹
介
も
不

十
分
で
す
が
、
来
月
号
か
ら
は

各
氏
の
発
表
内
容
の
要
旨
が
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

１．人の考えを引き出す
会話をスムーズに始めるには

具体的な質問から始めるのがベ

ストだ。いったん相手を会話に

巻き込んだら、抽象的な質問へ

と移る。抽象的な質問をされる

と、思考を組み立てなくてはな

らないので、能動的に考える必

要がある。質問が抽象的であれ

ばあるほど、自然と相手がしゃ

べる割合が多くなる。相手から

返事が返ってきたら、キーワー

ドを復唱し、返答にコメントし、

再び具体的な質問をする。相手

がさらに情報を提供してくれる

ことを期待する。

２．事実と経験
本当は自分の経験なのにあたかも客観的な事実であるかのように語る傾

向がある。わたしたちは見たものを記憶する際に、少々肉付けすることが

ある。ところがこうして補足したものと事実との境目が曖昧になり、まる

ですべてが事実であるかのように錯覚してしまう。また、人の話を聞くと

き、わたしたちは言葉が伝えることを事実だとみなす。実際にあったこと

として扱い、個人が経験したことと受け取らない。事実と経験を見誤るの

である。

３．言葉は頭の中のイメージの一部だけ伝える
ある人物が頭の中であるイメージを思い浮かべる。そのイメージのひと

つの側面を言葉にして伝える。聞き手はその説明をもとに自分なりのイメ

ージを描く。このとき両者の頭にあるイメージがピッタリと重なるはずが

ない。なぜなら聞き手が受け取っているのは話し手のイメージのごく一部

に過ぎないからだ。残りの部分は自分の願望、関心、これまでの経験で補

っている。これでは似ても似つかないイメージになるのは当然である。し

たがって、会話の途中で互いが抱いているイメージを比較する。フィード

バックするときには、相手が使った言葉をそのまま使ってはならない。

４．人の感情にどう向き合うか
人が反発を示すときには、理屈に合わない動機が紛れ込んでいることが

珍しくない。なぜ反発するのかを深く話し合ううちに、理屈に合わない動

機、つまり本題とは無関係の動機は次第に弱まってゆく。逆に本来の理由

は決してパワーを失わない。

感情を言葉にして表に出してしまえば、明るい光のなかで原因を実物大

のまま捕らえることができる。感情を言葉で語れば緊張が和らぐ。そして

おおもとの原因に冷静に対処できる。相手の感情が高ぶっているときには、

とりあえずそれを受容して相手を楽にしてやる。聞き役に徹する。相手の

言い分に同意することとは違う。

５．力づける
心配事がある、落ち込んでいるなどと相手が口にした途端、力づけるの

は、あまり効果がない。力づける前に、相手の感情を引き出す。もう少し

そのことについて聞かせて欲しいと頼む。それで感情を吐き出すことがで

きれば、相手は気持ちが楽になる。力づけるのはその時だ。話すことで相

手は自分の感情をより客観的な視点から捕らえることができるはずだ。自

分の外側に出してしまえば、別のアングルから眺めることができる。それ

を手伝えばよい。

のぼる君の のぼる君の 
「話し方」の心理学 

必ず相手を聞く気にさせるテクニック 必ず相手を聞く気にさせるテクニック 
小島　登（内灘町・歯科） 

⑳ 
「話し方」の心理学 

全米で40年にわたり語り継がれてきた、ビジネス＆コミュニケー

ションの古典的名著。

どんな場面でも、対話の基本は変わらない。大切なのは相手に「考

えてもらう」こと。

医師・看護師と患者さんなど多様な会話例が紹介されている。たと

えば、手術のことが心配だと相手がうち明けたとする。それに対し、

簡単な手術だから心配いらない、などとあっさり言わない。それより

も、手術を受けようとした経緯を話してもらう。説明することで相手

は不安を吐き出すことができる。十分話を聞いてから、その手術に関

する情報を提供すれば、少しでも安心させることができるだろう。

患者さんへのアドバイスに、スタッフとの意志疎通に、家族との会

話にぜひ活用していただきたい一冊である。

●作者：ジェシー・S・ニーレンバーク

●翻訳：小川敏子

●発行：日本経済新聞社

●定価：1,575円（税込み）

●発売：2005年10月

3人の会員から、それぞれ充実した講演が行われた
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四
十
住
　
伸
一（
珠
洲
市
・
脳
神
経
外
科
） 

在
宅
医
療
に
か
か
わ
っ
て（
そ
の
二
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

6

褥
瘡
の
ラ
ッ
プ
療
法
の
一
経
験 

Ｕ
氏
は
、
一
九
九
八
年
（
七

十
二
歳
）
か
ら
、
多
発
性
ラ
ク

ナ
梗
塞
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候

群
、
認
知
症
で
診
て
い
た
方
で

あ
る
。

徐
々
に
、
認
知
症
、
嚥
下
障

害
、
筋
固
縮
、
歩
行
障
害
が
進

み
、
起
立
、
歩
行
も
不
能
と
な

っ
て
、二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
、

在
宅
医
療
（
訪
問
診
療
、
看
護
、

リ
ハ
ビ
リ
）
を
開
始
し
た
。
筋

固
縮
の
進
行
に
伴
い
嚥
下
も
困

難
と
な
り
、
二
〇
〇
四
年
一
月

か
ら
経
鼻
経
管
栄
養
と
な
っ

た
。四

肢
屈
曲
拘
縮
も
強
く
な

り
、
褥
瘡
も
仙
骨
部
、
大
転
子

部
、
坐
骨
結
節
部
、
脛
、
踵
、

足
に
次
々
と
で
き
た
。

通
常
の
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
レ
ス

か
ら
ビ
ッ
グ
セ
ル
（（
株
）
ケ

ー
プ
）
に
換
え
て
み
た
が
褥
瘡

の
悪
化
は
止
ま
ら
ず
、
苦
肉
の

策
と
し
て
自
分
が
使
っ
て
い
た

低
汎
発
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト
レ
ス

を
併
用
し
て
み
た
。
こ
れ
で
褥

瘡
の
悪
化
は
止
ま
り
若
干
良
く

は
な
っ
た
が
、
イ
ソ
ジ
ン
シ
ュ

ガ
ー
ゲ
ル
と
ガ
ー
ゼ
に
よ
る
治

療
で
は
一
進
一
退
だ
っ
た
た

め
、
二
〇
〇
四
年
五
月
よ
り
ラ

ッ
プ
療
法
に
変
え
た
。

ま
た
、
ギ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
、

体
交
も
必
要
最
小
限
で
行
う
こ

と
に
し
た
。
ラ
ッ
プ
療
法
後
、

褥
瘡
は
見
る
見
る
う
ち
に
良
く

な
っ
た
。
仙
骨
部
、
大
転
子
部

の
褥
瘡
は
深
く
大
き
か
っ
た

が
、
一
〜
二
カ
月
で
皮
膚
面
と

段
差
の
な
い
ま
で
に
き
れ
い
な

肉
芽
が
盛
り
上
が
り
、
次
第
に

小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
。

約
一
年
弱
、
ラ
ッ
プ
療
法
を

続
け
、
完
全
治
癒
に
は
至
ら
な

か
っ
た
が
、
特
に
問
題
は
な
か

っ
た
。

そ
の
後
、
症
状
の
進
行
に
伴

い
、
栄
養
状
態
も
悪
く
な
り
、

二
〇
〇
五
年
三
月
に
大
転
子
部

の
褥
瘡
が
悪
化
、
四
月
に
肺
炎

を
合
併
し
亡
く
な
っ
た
。

褥
瘡
で
も
湿
潤
環
境
を
保
つ

こ
と
が
で
き
る
創
傷
被
覆
材
に

よ
る
治
療
が
主
流
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
保
険
診
療
で
は
使

用
期
間
の
制
限
が
あ
り
、
長
期

に
わ
た
る
使
用
が
困
難
な
こ
と

が
多
い
。

た
ま
た
ま
ケ
ア
ネ
ッ
ト
で

「
激
論
！
褥
瘡
の
ラ
ッ
プ
療
法

は
是
か
非
か
？
」
と
言
う
創
傷

被
覆
剤
と
ラ
ッ
プ
療
法
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
番
組
を
見
て
、
ラ
ッ
プ

療
法
の
方
が
優
っ
て
い
る
印
象

を
受
け
た
。
水
道
水
に
よ
る
洗

浄
や
食
品
用
ラ
ッ
プ
の
使
用
に

は
、
医
療
従
事
者
と
し
て
若
干

抵
抗
感
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ

ら
の
細
菌
培
養
を
行
い
問
題
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

ラ
ッ
プ
療
法
を
行
っ
た
。
手
技

が
簡
便
で
、
費
用
も
ほ
と
ん
ど

か
か
ら
な
い
上
に
、
治
療
効
果

も
良
好
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ラ
ッ
プ
が
透
明
な
た

め
、
常
に
創
面
を
観
察
で
き
る

利
点
も
あ
る
。

一
例
だ
け
の
経
験
で
結
論
は

出
せ
な
い
が
、
治
療
効
果
、
コ

ス
ト
の
面
か
ら
も
ラ
ッ
プ
療
法

は
在
宅
医
療
に
お
い
て
褥
瘡
治

療
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
も

良
い
と
考
え
る
。

ウ
レ
タ
ン
ホ
ー
ム
マ
ッ
ト
レ

ス
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
レ
ス
（
ビ

ッ
グ
セ
ル
）、
ビ
ッ
グ
セ
ル
に

低
反
発
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト
レ
ス

（
通
販
で
一
万
円
程
度
の
も
の
、

厚
さ
五
㎝
）
の
併
用
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
マ
ッ
ト
レ
ス
（
ア
ク
ア
メ

デ
ィ
ッ
ク
２
、（
株
）
ア
キ
レ

ス
）
の
四
種
類
で
、
簡
易
式
体

圧
・
ず
れ
力
測
定
器
を
用
い

て
、
仙
骨
部
で
ギ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
に
よ
る
体
圧
、
ず
れ
力
の
変

化
を
、
当
院
職
員
六
人
で
測
定

し
た
。
体
圧
の
変
化
は
後
三
者

で
あ
ま
り
差
は
な
か
っ
た
が
、

ず
れ
力
は
ビ
ッ
グ
セ
ル
に
比
べ

後
二
者
で
小
さ
か
っ
た
。

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
レ
ス
は
、
低

反
発
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト
レ
ス
を

併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ず
れ

力
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ッ
ト
レ
ス

は
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
レ
ス
に
比

べ
体
圧
は
同
程
度
で
あ
る
が
、

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
レ
ス
と

ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ッ
ト
レ
ス

褥
瘡
の
ラ
ッ
プ
療
法

ず
れ
力
は
小
さ
く
、
優
れ
た
体

圧
分
散
マ
ッ
ト
レ
ス
の
一
つ
と

考
え
る
。

（
こ
の
要
旨
は
、
二
〇
〇
四

年
十
一
月
二
十
日
、
石
川
県
介

護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
能

登
北
部
支
部
研
修
会
で
当
院
の

看
護
師
が
発
表
し
た
）

ギャッチアップによる各マットレス間の体圧・ずれ力の変化 

体圧の変化 ずれ力の変化 
mmHg N

角度 角度 

50 

40 

30 

20 

10

8 

6 

4 

2 

0
0 15 30 45° 0 15 30 45° 

（n＝6） 

あいずみクリニック（2004） 

ウレタンマットレス 
エアーマットレス（ビッグセル） 
エアーマットレス（ビッグセル） 
＋低反発ウレタンマットレス 
ウォーターマットレス（アクアメディック2） 

体
圧 

ず
れ
力 
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本紙、新年号コンクールで全国トップに 本紙、新年号コンクールで全国トップに 本紙、新年号コンクールで全国トップに 
「優秀賞」「写真賞」をダブル受賞 

日本機関紙協会主催の2006年新年号コンクールで、本紙がカテゴリーＢ（都道府県単位団
体の写植機関紙の部）において「優秀賞」および「写真賞」をダブル受賞しました。 
今年は「最優秀賞」該当作品が無く、全国の機関紙を制しての受賞になりました。 
このコンクールでは、『石川保険医新聞』編集部の歴代役員の先生方が「いつかは優秀賞を」
と、目標にし続けてきた受賞です。 
日本機関紙協会発行の月刊誌『機関紙と宣伝』3月号に以下の原稿が掲載されましたので、

ご紹介します。 
また、2月18日（土）に東京労働会館「ラパスホール」にて発表・表彰式が開かれ、杉野事務局
員が出向き、賞状と盾を受け取りました（写真）。 
なお、審査委員会の講評は3月中に届きますので、4月号で紹介します。 

石川県内の保険医千人の団体です。設立32年目。当初から機関紙は団体としての中心的活動に位置づけられ、 
毎月一回欠かさず発行しています。 
この新年号コンクールでは、「写真賞」や「奨励賞」など毎年高い評価を得ながら「優秀賞」には一歩届かず、全国のレベルの高さにあきらめつつあっ
た矢先、応募25年目の春です。要因は「自然体」です。今年の編集方針は、力まず、セオリーに忠実に・・・でした。 
機関紙は、背伸びしても内容が着いていきませんね。団体の力量と完全にリンクします。社会保障を充実させるという当団体の不変の目的達成のため
に、市民と共に人権、平和、環境、民主主義を守る活動に携わっていく、その運動の充実と共に、機関紙が育ってきたのだと思っています。新年号コンクー
ルの評価は、機関紙への評価と同時に団体への評価であることを自覚し、今後も、目的達成のために着実に活動を推し進めていきたいと思います。 

団体の運動と共に育つ機関紙 
『石川保険医新聞』編集部 「優秀賞優秀賞」と「写真賞写真賞」の賞状賞状と盾 「優秀賞」と「写真賞」の賞状と盾 
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● 連 絡 先 ● 

〒920-0131 石川県金沢市東原町フ14‐2 
電話（076）257-7830 FAX（076）257-7840

知的障害者通所更生施設 
たけまた友愛の家 

その48

知
的
障
害
者
通
所
更
生
施
設 

た
け
ま
た
友
愛
の
家 

 

た
け
ま
た
友
愛
の
家
 
施
設
長
　

吉
谷
　
和
彦 

〝
地
域
福
祉
〞を
目
指
し 

　
　
　
利
用
者
と
と
も
に 

「
た
け
ま
た
友
愛
の
家
」
は

一
九
九
三
年
四
月
に
、
旧
竹
又

小
学
校
の
再
利
用
と
い
う
形

で
、
開
所
し
ま
し
た
。
三
谷
地

区
の
四
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、

廃
校
と
な
っ
た
校
舎
を
、
取
り

壊
す
の
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｂ
た
ち

の
思
い
出
あ
る
建
物
と
し
て
、

福
祉
施
設
と
し
て
形
あ
る
も
の

と
し
た
い
と
い
う
希
望
と
、
当

時
、親
の
会
が
法
人
化
に
よ
る
、

施
設
運
営
な
ど
を
目
指
し
て
い

た
こ
と
が
合
致
し
、
石
川
県
内

で
の
初
の
知
的
障
害
者
通
所
更

生
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
の
で

す
。利

用
定
員
は
三
十
五
人
（
当

初
三
十
人
）
で
、
施
設
所
有
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
で
の
送
迎

に
よ
り
、
日
中
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

自
然
に
囲
ま
れ
て
、
伸
び
伸

び
と
日
中
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
は
、
利
用
者
に
と
っ

て
も
、
良
い
効
果
が
現
れ
る
の

で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

利
用
者
の
活
動
と
し
て
、
体

育
館
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
体

操
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
そ
し
て
、

天
気
の
良
い
日
は
、
散
歩
な
ど

で
、
午
前
の
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

施
設
で
の
作
業
と
し
て
は
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
農
耕
班

に
よ
る
農
作
業
、
ま
た
年
間
を

通
し
て
、
箱
折
り
、
ア
ル
ミ
カ

ン
潰
し
、
割
り
箸
作
業
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
が
、自
宅
か
ら
毎
日
、

施
設
へ
通
う
と
い
う
こ
と
は
、

一
般
社
会
人
と
同
様
、
通
勤
、

通
学
す
る
こ
と
と
、
相
通
じ
、

生
活
と
し
て
の
重
要
な
こ
と
が

ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
か
ら
は
、

「
親
で
あ
る
自
分
が
元
気
な
間
、

一
緒
に
生
活
を
し
て
ゆ
き
た

い
。
し
か
し
本
人
た
ち
の
世
話

を
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た

ら
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
悩
み
が
、
出

て
き
ま
す
。
親
御
さ
ん
の
不
安

解
消
の
た
め
に
も
、
地
域
生
活

体
験
の
場
を
多
く
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
の
生
活
を
可
能
と
す
る

た
め
に
も
、
と
い
う
こ
と
で
、

保
護
者
会
が
借
り
上
げ
て
い
る

ア
パ
ー
ト
で
の
宿
泊
体
験
を
実

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
落
雪
に
よ
る
ガ
ラ
ス
の
損

傷
も
発
生
し
て
お
り
、
予
定
外

の
出
費
も
か
か
る
状
況
で
す
。

昨
年
は
熊
騒
動
は
皆
無
で
し

た
が
、
一
昨
年
の
秋
は
、
熊
情

報
が
乱
れ
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

山
の
生
活
は
市
街
地
と
違
っ
た

趣
も
あ
り
、
結
構
、
楽
し
め
ま

す
。

鈴
見
台
に
も
 

　
　
分
場
施
設
が
 

分
場
施
設
と
し
て
、「
鈴
見

台
虹
の
家
」
を
金
沢
市
内
で
、

運
営
し
て
い
ま
す
。
定
員
十
五

人
の
小
さ
な

施
設
で
す

が
、
鈴
見
台

地
区
の
人
々

に
可
愛
が
っ

て
い
た
だ

き
、
地
域
で

根
づ
い
て
き

ま
し
た
。

「
金
沢
手

を
つ
な
ぐ
親

の
会
」
が
運

営
す
る
施
設

の
「
た
け
ま
た
友
愛
の
家
」

「
分
場
・
鈴
見
台
虹
の
家
」
が

地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
支
え

ら
れ
る
こ
と
は
障
害
者
自
立
支

援
法
の
精
神
に
も
叶
っ
て
お

り
、〝
共
に
生
き
る
〞
社
会
づ

く
り
に
、
大
き
く
役
立
つ
も
の

と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。

長
い
間
、「
金
沢
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
」の
念
願
で
あ
っ
た
、

彦
三
授
産
所
（
小
規
模
）
が
、

新
築
に
よ
る
認
可
施
設
、「
彦

三
の
ぞ
み
苑
」
と
し
て
開
所
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

金
沢
市
行
政
、
地
域
住
民
の

ご
理
解
に
よ
り
、
金
沢
市
中
心

市
街
区
で
の
開
設
は
、
全
会
員

の
悲
願
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

通
所
授
産
施
設
と
し
て
、
小

規
模
作
業
所
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
大
い
に
発
揮
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

金
沢
市
の
障
害
者
総
合
福
祉

施
設
と
し
て
、
福
祉
の
核
施
設

と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

障
害
者
へ
の
心
の
バ
リ
ア
が

取
り
除
か
れ
、
真
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
を

祈
り
、
筆
を
置
き
ま
す
。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

Q
　
預
金
者
保
護
法
が

二
月
十
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
ね
。 

A
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
偽
造
や
盗
難
に
よ
る
被

害
に
つ
い
て
、
金
融
機
関

が
原
則
と
し
て
全
額
補
償

す
る
こ
と
を
定
め
た
法
律

で
す
。
だ
け
ど
、
預
金
者

に
「
過
失
」
が
あ
る
時
に

は
、
補
償
さ
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。 

Q
　
暗
証
番
号
を
他

人
に
知
ら
せ
た
時
と
か
で

す
ね
。 

A
　
そ
の
他
、
カ
ー
ド

に
暗
証
番
号
を
書
き
込
ん

だ
り
、
他
人
に
カ
ー
ド
を

渡
し
て
い
た
よ
う
な
ケ
ー
ス

も
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
被

害
は
自
己
責
任
で
補
償
は

一
切
な
い
の
で
す
。
金
融
機

関
か
ら
変
更
を
求
め
ら
れ

て
い
た
の
に
、
暗
証
番
号

を
生
年
月
日
な
ど
分
か
り

や
す
い
数
字
に
し
て
い
た
ケ

ー
ス
な
ど
は
補
償
額
が
減

額
さ
れ
て
、
被
害
額
の
七

五
％
し
か
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。 

Q
　
暗
証
番
号
の
管
理

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。 

A
　
そ
れ
か
ら
カ
ー
ド

盗
難
の
場
合
は
、
被
害
届

け
を
出
し
た
三
十
日
以
前

の
被
害
に
つ
い
て
は
補
償
対

象
外
で
す
。
通
帳
記
帳
を

こ
ま
め
に
行
い
、
被
害
に

遭
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
こ
と
を
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

預
金
通
帳
の
盗
難
や
詐
欺
、

ネ
ッ
ト
取
り
引
き
に
よ
る

被
害
も
補
償
対
象
外
で
す
。 

Q
　
エ
ッ
!?
　
通
帳
を

盗
ま
れ
た
時
は
補
償
さ
れ

な
い
の
で
す
か
？
 

A
　
盗
難
通
帳
に
よ
る

被
害
額
は
カ
ー
ド
盗
難
に

よ
る
被
害
の
八
倍
。
そ
れ

が
補
償
さ
れ
な
い
の
は
法

律
の
重
大
な
欠
陥
で
す
。

被
害
者
救
済
の
た
め
に
早

期
の
改
正
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

金
融
機
関
が

金
融
機
関
が
原
則
全
額
補
償

原
則
全
額
補
償
に
 

金
融
機
関
が
原
則
全
額
補
償
に
 

暗
証
番
号
管
理
の
徹
底
を
 

Q＆A
Q＆A偽

造
・
盗
難
 

カ
ー
ド
被
害
 

施
す
る
な
ど
施
設
独
自
の
支
援

方
法
も
実
践
し
て
い
ま
す
。

山
間
部
で
の
施
設
運
営
で
す

が
、〝
開
か
れ
た
施
設
〞
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
、
職
員
は
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
施
設
訪
問
の
要

請
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
受
け

入
れ
、
〝
あ
る
が
ま
ま
の
姿
〞

を
見
て
頂
く
こ
と
が
大
事
な
こ

と
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、〝
見
ら
れ

て
い
る
〞
と
の
緊
張
感
、
そ
し

て
ご
意
見
拝
聴
は
、
施
設
の
今

後
の
カ
ン
フ
ル
剤
と
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

施
設
は
〝
利
用
者
の
た
め
の

も
の
〞
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認

す
べ
き
で
す
。

今
年
の
冬
は
大
雪
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
末
か
ら
降
り
続
い
た
雪

は
、
施
設
開
所
以
来
最
高
の
量

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
施
設

が
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
」
と
言

開
か
れ
た
施
設
を
 

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
 

利用者の方2人と一緒に缶つぶし作業を行っている様子

旧竹又小学校を再利用して開設された施設

利用者の方と過ごす筆者
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ロ
シ
ア
第
二
の
大
都
市 

 

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ 
寄　稿 

ロシアを旅して ロシアを旅して 
4回シリーズ・その③ 

石
倉
　
彰（
金
沢
市
・
脳
外
科
） 

旅
の
後
半
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
（
Ｓ
Ｐ
）
を
観
光

し
た
。
Ｓ
Ｐ
は
、
モ
ス
ク
ワ
よ

り
約
六
百
四
十
キ
ロ
北
で
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
を
臨
み
、
一
七

〇
三
年
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
ロ
シ
ア
第
二

の
大
都
市
で
あ
る
。

二
百
年
間
に
わ
た
り
ロ
シ
ア

帝
国
の
首
都
で
あ
り
、
一
九
一

七
年
十
月
革
命
後
、
レ
ー
ニ
ン

を
指
導
者
と
す
る
世
界
最
初
の

社
会
主
義
ソ
ビ
エ
ト
政
権
を
誕

生
さ
せ
た
場
所
で
も
あ
る
。
人

口
約
四
百
七
十
万
人
、
六
十
五

本
の
川
と
百
以
上
の
島
が
あ

り
、「
北
の
ヴ
ェ
ニ
ス
」
と
も

言
わ
れ
る
。

町
の
名
は
、
時
代
と
共
に
、

Ｓ
Ｐ
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
Ｓ
Ｐ
と
改
名

さ
れ
た
。
Ｓ
Ｐ
歴
史
地
区
と
関

連
建
造
物
群
は
、一
九
九
〇
年
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。

大
英
博
物
館
、
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
と
並
ぶ
世
界
三
大
美
術
館

の
一
つ
。
千
五
十
室
を
有
し
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
三
百
万
点
に

上
る
。
一
点
に
一
分
間
、
毎
日

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
国
立
美
術
館

観
賞
し
て
も
、
見
終
わ
る
の
に

五
年
間
は
か
か
る
と
い
う
膨
大

な
量
で
あ
る
。
半
日
足
ら
ず
の

駆
け
足
観
賞
で
は
、
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
芸
術
を
観
る
の
が
精
一
杯

で
あ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
芸
術
で
は
、
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
ラ

フ
ァ
エ
ロ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
作
品
、
ス
ペ
イ
ン
の
エ
ル
・

グ
レ
コ
、
ゴ
ヤ
、
オ
ラ
ン
ダ
芸

術
の
ル
ー
ベ
ン
ス
、
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の

諸
作
品
、十
九
世
紀
以
降
で
は
、

モ
ネ
、
ミ
レ
ー
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、

セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
、
マ
チ
ス
、
ピ
カ
ソ
の
絵

画
が
手
の
届
く
近
さ
で
観
賞
で

き
た
。
こ
こ
は
、
ロ
シ
ア
の
宝

の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
美
の
宮

殿
で
あ
る
と
の
案
内
が
十
分
納

得
で
き
た
。

Ｓ
Ｐ
で
現
存
す
る
最
古
の
石

の
建
築
物
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

宮
殿
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
豪

華
さ
と
規
模
を
誇
る
ピ
ョ
ー
ト

ル
大
帝
の
夏
の
離
宮
。「
下
の

公
園
」
と
「
上
の
公
園
」
と
か

ら
な
り
、
両
者
を
結
ぶ
並
木
道

に
は
、
大
理
石
で
造
ら
れ
た
二

百
六
十
の
彫
刻
が
あ
り
、
百
四

十
も
あ
る
様
々
な
噴
水
と
と
も

に
野
外
彫
刻
展
の
様
相
を
呈

す
。景

観
に
見
惚
れ
て
い
る
と
、

ピ
ョ
ー
ト
ル
夏
の
庭
園
、
宮
殿

ス
リ
に
あ
う
こ
と
が
あ
り
、
現

に
、
ツ
ア
ー
同
行
の
二
人
が
被

害
に
遭
っ
た
。

ホ
テ
ル
へ
の
帰
途
、
二
〇
〇

六
年
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
会
場
と

な
る
宮
殿
近
く
を
通
過
し
た
。

周
囲
に
は
何
も
な
い
孤
立
し
た

目
立
た
な
い
建
物
で
、
警
備
し

や
す
さ
を
優
先
し
た
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
意
気
込
み
が
う
か
が

え
た
。

余
談
で
あ
る
が
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
は
Ｓ
Ｐ
の
レ
ニ
ン
グ
ラ

ー
ド
国
立
大
学
法
学
部
出
身
で

あ
り
、
現
政
権
の
主
要
ポ
ス
ト

を
殆
ど
Ｓ
Ｐ
出
身
者
で
固
め
た

た
め
、
将
来
、
首
都
を
Ｓ
Ｐ
へ

遷
都
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の

憶
測
ま
で
出
て
い
る
と
言
う
。

夜
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
劇
場

で
ロ
シ
ア
・
バ
レ
エ『
ジ
ゼ
ル
』

を
観
劇
。
劇
場
は
、
以
前
、
皇

室
の
私
的
劇
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
た
め
か
小
さ
い
が
、
ど

こ
か
ら
で
も
よ
く
見
え
、
内
装

は
豪
華
絢
爛
で
あ
っ
た
。
十
七

世
紀
末
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
導
入

さ
れ
た
バ
レ
エ
だ
が
、
つ
ま
先

で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
技
法
（
ポ

ワ
ン
テ
）
や
ふ
た
り
舞
踊
の
手

バ
レ
エ

法
（
パ
｠
ド
｠
ド
ゥ
）
を
あ
み

出
し
、
ロ
シ
ア
民
族
舞
踊
を
組

み
込
ん
だ
ロ
シ
ア
・
バ
レ
エ
の

美
し
さ
は
、
ツ
ア
ー
同
行
の

各
々
に
、
大
き
な
感
動
を
与
え

た
よ
う
だ
っ
た
。

原稿募集中 原稿募集中 
会員の先生はもちろん、読者の方々の原稿を

随時募集しています。本紙が、保健・医療・福祉に

かかわる方々の交流の場としての役割を果たせ

られれば幸いです。 

字数は６００字～８００字程度。詳しくは事務局の

杉野までお問い合わせください。 

 編集部への連絡先は、 

１面の題字左側にあります。 
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学
生
時
代
に
同
級
生
が

「
バ
ッ
ハ
は
神
の
歌
声
を
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
天
使
の
歌

声
を
聞
く
よ
う
だ
」
と
言
っ

た
。
ぼ
く
に
は
意
味
が
分
か

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の

映
画
を
見
て
本
当
に
そ
う
だ

と
思
い
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が

大
好
き
に
な
っ
た
。
今
年
生

誕
二
百
五
十
年
を
迎
え
る
と

い
う
。

「
ウ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア

マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
」
と
ウ
イ
ー
ン
の
宮
廷
音

楽
家
の
サ
リ
エ
リ
に
扮
し
た

Ｆ
・
マ
ー
リ
ー
・
エ
イ
ブ
ラ

ハ
ム
が
宝
物
の
よ
う
に
そ
の

名
前
を
言
う
の
を
聞
い
て
、

そ
れ
だ
け
で
も
う
っ
と
り
し

て
し
ま
う
が
、
映
画
の
中
で

聞
い
た
数
々
の
名
曲
は
そ
れ

は
そ
れ
は
魅
惑
的
だ
。

物
語
の
筋
も
傑
作
で
あ

る
。
そ
の
才
能
を
妬
み
、
謀

殺
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
に
成

功
し
た
本
人
が
死
者
の
音
楽

を
愛
し
、
そ
の
罪
の
重
さ
、

良
心
の
痛
み
に
耐
え
か
ね
て

自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

し
か
し
死
に
切
れ
な
か
っ
た

サ
リ
エ
リ
が
、
そ
の
苦
悩
を

癒
す
た
め
に
来
て
く
れ
た
神

父
に
い
か
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

が
素
晴
ら
し
い
音
楽
家
だ
っ

た
か
を
話
し
出
す
の
で
あ

る
。モ

ー
ツ
ア
ル
ト
に
扮
し
た

ト
ム
・
ハ
ル
ス
の
ピ
ア
ノ
の

演
奏
も
素
晴
ら
し
い
。
逆
さ

ま
に
な
り
手
を
交
差
さ
せ
て

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
。

〝
吹
き
替
え
〞
な
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
す
ご
い
熱
演
だ

っ
た
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
大
司

教
の
お
抱
え
音
楽
家
だ
っ
た

若
き
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
、
ウ

イ
ー
ン
に
出
て
き
て
イ
タ
リ

ア
出
身
の
宮
廷
音
楽
家
た
ち

を
震
撼
さ
せ
る
。
そ
し
て
ハ

プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
皇
帝
ヨ
ゼ

フ
二
世
に
彼
の
音
楽
を
聞
か

せ
て
、
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
オ

ペ
ラ
を
国
王
が
認
め
て
い
く

こ
と
で
物
語
は
展
開
し
て
い

く
。し

か
し
、
サ
リ
エ
リ
を
中

心
と
す
る
皇
帝
を
取
り
巻
く

イ
タ
リ
ア
人
に
冷
遇
さ
れ

て
、
大
衆
劇
場
に
追
い
や
ら

れ
て
い
く
。
そ
こ
で
彼
の
オ

ペ
ラ
を
上
演
し
て
、
そ
の
名

声
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い

く
。
そ
し
て
奔
放
に
生
き
る

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
父
親
は
あ

き
れ
て
し
ま
い
、
息
子
へ
の

期
待
は
裏
切
ら
れ
て
失
意
の

う
ち
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
亡
く
な
っ
た
父
の

た
め
に
作
曲
し
た
歌
劇
ド

ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
演
奏
シ

ー
ン
は
圧
巻
だ
っ
た
。
父
に

擬
し
た
騎
士
ド
ン
・
ジ
ョ
バ

ン
ニ
が
城
の
中
を
馬
に
乗
っ

て
舞
台
の
前
に
進
む
シ
ー
ン

で
は
、
騎
士
が
そ
の
ま
ま
ス

ク
リ
ー
ン
か
ら
出
て
き
て
、

客
席
の
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ

ま
で
来
る
の
で
は
と
錯
覚
す

る
ほ
ど
の
す
ご
い
演
出
で
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
父
へ
の
思

い
や
り
の
深
さ
を
表
し
て
い

た
。サ

リ
エ
リ
の
策
略
で
金
の

な
い
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
無
理

に
働
か
せ
て
病
に
陥
れ
て
弱

ら
さ
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
中

で
も
名
曲
を
生
み
出
し
て
い

く
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
、
サ
リ

エ
リ
は
魅
せ
ら
れ
て
し
ま

う
。
そ
し
て
レ
ク
イ
エ
ム
を

完
成
さ
せ
て
、
つ
い
に
彼
を

死
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
レ
ク
イ
エ
ム
が
背
後
で

流
れ
る
中
、
寂
し
く
埋
葬
さ

れ
た
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
だ
が
、

彼
の
音
楽
は
皆
に
愛
さ
れ
演

奏
さ
れ
続
け
、
自
分
は
老
い

さ
ら
ば
え
て
、
自
分
の
音
楽

は
忘
れ
去
ら
れ
た
。
良
心
に

さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
精
神
病

院
で
暮
ら
す
老
サ
リ
エ
リ
の

話
を
、
神
父
は
複
雑
な
思
い

で
聴
い
た
の
だ
っ
た
。

音
楽
で
は
完
敗
し
た
が
、

映
画
で
の
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演

男
優
賞
争
い
で
は
サ
リ
エ
リ

が
勝
っ
た
。
授
賞
式
の
と
き

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
争
っ
た

ト
ム
・
ハ
ル
ス
を
ね
ぎ
ら
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に

音
楽
映
画
の
傑
作
で
あ
り
、

一
九
八
四
年
、主
演
男
優
賞
、

作
品
賞
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ー
八

部
門
を
受
賞
し
て
い
る
。

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑫ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
ア
マ
デ
ウ
ス 

【
監
督
】ミ
ロ
ス
・
フ
ォ
ア
マ
ン 

【
出
演
】ト
ム
・
ハ
ル
ス（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
役
） 

 

Ｆ
・
マ
ー
リ
ー
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム（
サ
リ
エ
リ
役
）

一
九
八
四
年（
米
） 

ネヴァ川からみたエルミタージュ国立美術館
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見
て
、
ま
す
ま
す
医
療
不
信
が

高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
本
当
の
お
金
を

賭
け
る
と
違
法
行
為
と
な
る
の

で
、
チ
ッ
プ
の
や
り
取
り
だ
け

な
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
な
か

な
か
白
熱
し
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
時
間
を
延
長
し

て
模
擬
カ
ジ
ノ
に
興
じ
た
わ
け

で
す
が
、
三
時
間
以
上
も
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
い
て
、結
局
、

誰
も
一
曲
も
歌
わ
な
い
と
い
う

経
験
は
初
め
て
で
す
（
当
た
り

前
？
）。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に

夜
も
更
け
て
、
次
回
は
大
阪
オ

フ
会
、
も
し
か
し
た
ら
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
の
再
会
を
約
束
し
て
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

と
い
う
わ
け
で
ほ
と
ん
ど
初

対
面
の
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
す

が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
お
か
げ
か
な
と
、
ち
ょ

っ
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

保
険
医
の
経
営
と
税
務

保
険
医
の
経
営
と
税
務 

保
険
医
の
経
営
と
税
務 

2006年度版 
た
く
さ
ん
の
ご
注
文
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
と
数
冊
在
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
会
員
に

無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。 

〇
七
六
（
二
二
二
）
五
三
七
三
ま
で 

tttttttttt

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t

tttttttttt

t
t
t
t
t
t
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t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
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（解答は３面にあります） （解答は３面にあります） 

持
駒
　
飛 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先白死　5分で上級者 
〈ヒント〉 3手目が好手です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉角を捨てるタイミング。 
 10分で初段。 
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一 

二 

三 

四 

五 
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二 

三 

四 

五 

六 

玉 
銀 
歩 
銀 

角 

金 

竜 

香 

金 

銀 

血
液
型
の
話
で
す
が
、「
Ａ
型
の
女
は
、
Ｂ
型
の
男
の
わ

が
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ち

な
み
に
私
は
Ｂ
型
で
妻
が
Ａ
型
で
す
の
で
、
私
に
と
っ
て
も

ち
ろ
ん
良
い
話
で
す
。

血
液
型
と
性
格
は
果
た
し
て
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
自
分
自
身
で
自
覚
し
て
い
る
私
の
性
格
を
い
く
つ
か
挙

げ
る
と
、
①
熱
し
や
す
く
て
冷
め
や
す
い
②
気
分
の
む
ら
が

激
し
い
お
天
気
屋
③
頭
に
血
が
上
り
や
す
い
癇
癪
持
ち
④
物

事
に
こ
だ
わ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
い
い
加
減
⑤

無
駄
遣
い
を
あ
ま
り
気
に
し
な
い
、
な
ど
で
す
。

こ
の
数
年
は
、
ギ
タ
ー
を
趣
味
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

間
に
十
本
以
上
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
決
ま
っ
た
楽
器
屋

で
買
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
こ
で
は
お
得
意
様
で
す
。
今

で
は
私
の
た
め
の
特
別
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
安
く
買

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
そ
ん
な
に
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
Ｂ
型
の

血
液
の
せ
い
で
は
な
く
、
ギ
タ
ー
を
趣
味
に
し
て
い
る
人
に

あ
り
が
ち
な
こ
と
で
す
。
半
分
は
下
取
り
に
出
し
た
の
で
残

っ
て
い
る
の
は
六
本
、
気
ま
ぐ
れ
に
数
本
を
手
元
に
置
い
て
、

あ
と
は
ケ
ー
ス
に
保
管
し
、
飽
き
た
ら
交
換
し
て
気
分
を
変

え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
投
資
し
て
い
る
の
で
ギ
タ
ー
は
う

ま
く
な
り
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。
結

果
と
し
て
、
大
量
の
ギ
タ
ー
教
則
本
と
教
則
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
所
有

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
余
る
道
具
を
有
し
な
が
ら

満
足
な
成
果
が
表
れ
な
い
こ
と
に
、
多
少
の
苛
立
ち
を
感
じ

な
が
ら
も
、
指
の
動
か
し
方
な
ど
の
基
礎
練
習
を
毎
日
黙
々

と
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
Ｂ
型
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。自

分
の
経
験
か
ら
言
う
と
、
Ｂ
型
は
努
力
家
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
も
、
努
力
を
し
た
こ
と
に
対
し
て
大
き
な
成

果
を
期
待
し
な
い
の
も
Ｂ
型
の
特
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
け
っ
こ
う
大
切
に
し
て
い
た
物
を
失
く
し
た
時
で
も
、

自
分
に
は
縁
が
な
か
っ
た
と
す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
最
近
は
、
新
し
い
ギ
タ
ー
を
買
う
こ
と
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
練
習
は
続
け
て
い
ま
す
。
練
習
を
続
け

な
が
ら
、
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、「
ギ
タ
ー
は
自

分
に
合
わ
な
い
な
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
妻

は
、「
気
づ
く
ま
で
に
随
分
お
金
が
掛
か
っ
た
ね
」
と
あ
き

れ
顔
で
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

私
の
ギ
タ
ー
演
奏
は
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

に
私
の
歌
を
褒
め
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し
た
。
渡
り
に
船
で

は
な
い
で
す
が
、
俄
然
、
興
味
は
歌
に
移
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

何
か
を
始
め
る
に
は
基
礎
が
大
切
だ
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
私

で
す
の
で
、
さ
っ
そ
く
音
楽
ス
ク
ー
ル
に
入
っ
て
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
開
始
で
す
。
レ
ッ
ス
ン
は
一
回
一
時
間
で
、

前
半
は
発
声
練
習
、
後
半
は
課
題
曲
の
練
習
に
あ
て
ら
れ
ま

す
が
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド
で
す
。
酒
好
き
の
私
は
二
日
酔
い

で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
て
、
予
約
を
キ
ャ
ン
セ

ル
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
言
わ
れ
る
ま
ま
に
月
二
回

の
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
て
ゆ
く
う
ち
に
、
発
声
練
習
や
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
練
習

が
面
白
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
私
を
見
る
に
つ
け
、

「
お
父
さ
ん
は
好
き
な
こ
と
し
て
い
る
ね
」
と
娘
が
言
い
ま

す
。
血
液
型
は
Ａ
Ｂ
で
す
が
、
性
格
は
私
に
よ
く
似
て
い
ま

す
。
長
男
も
Ａ
Ｂ
で
す
が
、
穏
や
か
な
性
格
で
、
ど
ち
ら
か

と
言
う
と
性
格
は
母
親
に
似
て
い
ま
す
。
血
液
型
と
性
格
は

あ
ま
り
関
係
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
は
言
っ

て
も
、
職
員
を
採
用
す
る
際
に
血
液
型
を
ど
う
し
て
も
聞
い

て
し
ま
い
ま
す
。

会員リレーエッセイ ◆◆83◆◆原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

血
液
型

狩
野
　
宏
成
（
金
沢
市
・
眼
科
）

楽
し
い
（
困
っ
た
？
） 

　  

ラ
ス
ベ
ガ
ス
仲
間 

以
前
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
知
り

合
っ
た
方
々
の
紹
介
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
昨
今
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
る
も
の
の
普
及
に
伴

い
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
い三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 

１７ 

ろ
い
ろ
な
サ
イ
ト
を
通
じ
て
ラ

ス
ベ
ガ
ス
仲
間
が
で
き
る
と
い

っ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

筆
者
自
身
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス

で
は
ほ
と
ん
ど
き
ま
ま
な
単
独

行
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、

同
好
の
志
と
体
験
談
を
語
り
合

っ
た
り
、
情
報
を
交
換
し
た
り

す
る
こ
と
も
ま
た
楽
し
い
も
の

で
す
。
あ
ち
こ
ち
の
サ
イ
ト
に

顔
を
出
し
て
友
人
を
作
る
の
は

家
内
の
ほ
う
が
多
い
の
で
す

が
、
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
し

て
い
る
う
ち
に
、
実
は
わ
れ
わ

れ
の
自
宅
の
ご
く
近
い
と
こ
ろ

に
何
人
か
の
「
ベ
ガ
ス
好
き
」

が
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
一
度
み
ん
な
で

お
食
事
で
も
・
・
・
」
と
い
う

こ
と
な
ど
が
あ
り
、そ
れ
以
来
、

数
人
の
方
と
時
々
お
会
い
し
て

い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
会
っ
た
某
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
職
員
の
Ｎ
氏
と
公
的
金

融
機
関
に
お
勤
め
の
Ｔ
氏
が
中

心
と
な
り
、
北
陸
オ
フ
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
オ
フ
会
」
と
い
う
の
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど
で
活

動
す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
実

際
に
集
う
会
の
こ
と
だ
そ
う

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
が

「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
な
の
で
実
社

会
の
ほ
う
が
「
オ
フ
」
と
な
る

そ
う
で
す
。
筆
者
に
と
っ
て
は

本
名
で
な
く
て
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー

ム
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
用

い
て
い
る
名
前
）
で
呼
び
合
っ

て
い
る
怪
し
い
集
団
の
よ
う
に

思
い
、
あ
ま
り
気
が
進
ま
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
家
内
に
「
私
、

そ
の
日
は
金
沢
に
い
な
い
か
ら

代
わ
り
に
行
っ
て
き
た
ら
」
と

言
わ
れ
て
（
実
は
そ
の
と
き
家

内
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
い
っ
て
い

る
の
で
す
。
ど
う
思
わ
れ
ま

す
？
）、
昨
年
末
の
猛
吹
雪
の

日
に
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

当
日
は
大
雪
に
も
か
か
わ
ら

ず
、二
十
人
以
上
の
人
が
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
、
富
山
か
ら
金

沢
に
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。一

次
会
は
、
お
す
し
屋
の
二

階
で
食
事
を
し
て
自
己
紹
介
な

ど
を
し
ま
し
た
。
筆
者
は
ハ
ン

ド
ル
ネ
ー
ム
が
な
い
の
で
、
家

内
の
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
の
○
○

○
○
の
夫
と
い
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
と
い
っ
て
も
素
性
は
ば

れ
て
い
る
の
で
、
い
つ
の
間
に

か
「
先
生
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て

は
い
ま
し
た
が
・
・
・
。

み
ん
な
で
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
の

戦
績
を
披
露
し
た
り
し
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
筆
者

は
こ
の
連
載
で
紹
介
し
て
き
た

よ
う
な
確
率
論
の
さ
わ
り
を
話

し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
聞
く

と
み
ん
な
「
へ
ぇ
〜
」
と
か
い

い
な
が
ら
、
感
心
し
た
と
い
う

よ
り
あ
き
れ
た
よ
う
な
顔
を
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
医
療
不
信

を
増
長
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
一
通
り
満
腹
と
な
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
も
ほ
ど
よ
く
回
っ

た
と
こ
ろ
で
二
次
会
で
す
。
近

く
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
行

っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
な

ん
と
「
カ
ジ
ノ
レ
ッ
ス
ン
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
専
用
の
テ
ー

ブ
ル
ク
ロ
ス
を
か
け
る
と
、
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
テ
ー
ブ
ル

は
も
う
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
や

ク
ラ
ッ
プ
ス
の
テ
ー
ブ
ル
に
早

変
わ
り
で
す
。
よ
く
こ
ん
な
も

の
が
あ
る
と
感
心
し
た
の
で
す

が
、
Ｎ
氏
が
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
特

に
買
い
求
め
て
き
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
を
収
め
て

お
く
ケ
ー
ス
（
シ
ュ
ー
と
い
い

ま
す
）
も
そ
ろ
っ
て
い
て
、
全

員
「
気
分
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
」
と

い
っ
た
感
じ
で
す
。「
ラ
ス
ベ

ガ
ス
好
き
」
と
は
い
っ
て
も
、

マ
シ
ン
し
か
し
な
い
人
も
い
て

「
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
は
少
し
敷

居
が
高
い
」
と
考
え
て
い
る
人

も
多
い
よ
う
な
の
で
、
初
心
者

用
の
レ
ッ
ス
ン
で
し
た
。
デ
ィ

ー
ラ
ー
が
で
き
る
の
は
筆
者
を

含
め
て
三
人
程
度
だ
っ
た
の

で
、
交
代
で
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
筆
者
が
デ
ィ

ー
ラ
ー
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を




